20世紀初頭アメリカにおける消費経済論 by 生垣 琴絵
－ 13 －
20 世紀初頭アメリカにおける消費経済論














































































































































① ジ ョ ン ･ レ イ（John	Rae,	1786-
1873）：『国民経済新論』（Statement of 
Some New Principles on the Subject of 
Political Economy, Exposing the Fallacies 
of the System of Free Trade, and of Some 
















Whitney	Mixter） が，『 国 民 経 済 新
論』を改編し『資本の社会学的理論』
（The Sociological Theory of Capital,	Being	





Charles	Carey,	1793-1879）：『 国 民 経
済 言 論 』（Principles of Political Economy.	






























③フランシス ･ アマサ ･ ウォーカー
（Francis	 Amasa	Walker,	 1840-



















































































































⑧ Bureau	 of 	 Labor , 	 Eighteenth	
Annual	Report	of	the	Commissioner	
of	Labor	1903:	cost	of	the	living	and	
retail	 prices	 of	 food.	Washington:	
Govt.	Print.	Off,	1904.
















































る The Consumption of Wealth	(1928)，ミネ
ソタ大学の W.	C.	Waite	 (1896-1950)	に









（Simon	N.	Patten,	1852-1922） の The 
Consumption of Wealth	 (1889)	や，効用最
大化に関する消費論を展開したワトキン
ス（George	P.	Watkins,	1876-1933）の






14		Dorfman（1959 ＝ 1969）p.	571．その後，1939 年に Cassady（カサディ）との共著で『消費者と経済秩序』
（The Consumer and the Economic Order）として出版された．
15		Dorfman（1959 ＝ 1969）p.	572
16		ドーフマンが挙げた以外にもこの時期に以下のような消費研究があった．
[1] カール・C・ジンマーマン（Carle	C.	Zimmerman）：『消費と生活標準』（Consumption and Standards of 
Living,	New	York,	1936）社会学者による消費の理論的体系化の試み．














































1935 年に引退するまでの 28 年間バーク
レーの経済学部で教鞭をとった．
　ペイショットの主著である Getting and 















[4] ニストロム（Paul	Henry	Nystrom）：『消費経済論』（Economic Principles of Consumption,	1929）
[5] ホイト（Elizabeth	Ellis	Hoyt）：『富の消費』（Consumption of Wealth,	1928），『現代の消費』（Consumption 
in Our Society,	1938）
[6]リード（Margaret.	G.	Reid）：『消費者と市場』（Consumers and the Market,	1938）シカゴ大学でヘーゼル･カー
クに師事した．


































































































から，彼女は	$1,000 の賞金 28 を獲得す
るとともに，この論文を出版する機会を
与えられた．これが，1923 年出版された
A Theory of Consumption29 である．
　その後，カークは，1925 年 3 月にシ


































また，カーク自身による preface には，出版にあたり James	Alfred	Field	 (University	of	Chicago) および，
John	Maurice	Clark（同大学）による指導を受けたことも記されている．

































































































































































































　 マ ク マ ホ ン の 主 著 は，Social and 







The	Consumers’	Perspective	1900-1940”,	Journal of the Academy of Marketing Science,	Vol.	18,	No.	4,	pp.	313-
318.




40		マクマホンが 1911 〜 1937 年まで所属していたワシントン大学（University	of	Washington）には，彼女



























































































Only Yesterday: An Informal History of 
the Nineteen Twenties, Harper	&	Orw,	
Publishers,	 Inc.（『 オ ン リ ー・ イ エ
スタデイ』藤久ミネ訳，筑摩書房，
1993）
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